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で得られていたものの，特に気に留めることもな
く記録されるに至らなかった可能性も考えられる．
そのため，各大学や博物館等に収蔵されている古
い標本の調査も必要であると考えられる．加えて，
沖縄島での今後の分布状況の変化に留意する必要
があると考えられる．
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図 6．金武町の休耕田のギシギシ．コガタルリハムシの発生
は確認されなかった．

【短報】エゾクロチビオオキノコの本州からの記録
エゾクロチビオオキノコ Tritoma miyatai Narukawa, 

2010 は，北海道で採集された標本に基づいて記載
された種（Narukawa, 2010）であり，原記載以降
の記録はない．本種は一見，クロチビオオキノコ
Tritoma niponensis（Lewis, 1874）に似るが，小顎髭（図
2）が黄褐色でその末端節の幅が長さの約 2 倍であ
ること等から区別される（Narukawa, 2010）．

筆者は，長野県において本種を採集しているの
で，本州初記録として以下に記録する．なお，全
ての個体について，筆者採集・保管．

4 exs., 長野県千曲市冠着山，19. V. 2017；1 ex., 長
野県東筑摩郡筑北村一本松峠，11. XI. 2017．

採集地はいずれもアカマツ林であり，冠着山で
は広葉樹 （樹種不明） 枯れ枝に生えたキノコ （種不
明） より，一本松峠ではリターのツルグレンにより
採集した．

末筆ながら，採集地を紹介して頂いた安達誠文
氏 （長野市） 及び本種と同定頂いた生川展行氏 （鈴
鹿市） に厚く御礼申し上げる．
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図 1–2．長野県産エゾクロチビオオキノコ．（1：背面，2：
小顎髭）．
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